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時間は 13:00～14:30 です．
解答用紙の一番上に学生証番号と氏名を書いてください．裏面を使用してもかま

いませんが，その場合は表面の最後に「裏面使用」と書いてください．
自筆ノート持ち込み可で行います．本，コピー等は不可です．計算用紙はありま

せん．自分のノート等を使ってください．

[1] x ∈ R に対し，f(x) = max(1 − |x|, 0) とおく．また正の整数 k について，
fk = f ∗ f ∗ · · · ∗ f (k個の f の convolution) とおく．0以上の整数 m と，p ∈ [1,∞)

について，fk が，どの Sobolev 空間 Wm,p(R) の元となるか答えよ．

[2] L2(R) の元 f で，s ≥ 5/2 では f ̸∈ Hs(R) となるが，0 ≤ s < 5/2 では
f ∈ Hs(R) となるようなものの例を具体的に挙げよ．ただし具体的とは，積分など
を含まずに各点での値が明示的に表示されているもののことである．

[3] L2(R) の元 f で，すべての s ≥ 0 について f ∈ Hs(R) となるが，急減少関数
ではないものの例を具体的に挙げよ．ただし具体的とは，積分などを含まずに各点
での値が明示的に表示されているもののことである．


